
東部地区学力向上推進協議会

埼玉県のマスコット「コバトン」「さいたまっち」

令和７年１月２４日（金）

東部教育事務所 学力向上推進担当



○全国学力・学習状況調査は、学習指導要領に
記されている児童生徒に身に付けさせたい力
を、問題の形で分かりやすく表しています。

○調査の対象学年や対象教科だけではなく、
学校全体で組織的・継続的に授業改善を
図っていくことが大切です。

○「解説資料」「報告書（授業アイディア例）」
などを積極的に活用し、授業改善を図ってい
きましょう。

各学校へのメッセージとして・・・



国語1 三 学校の取り組みをオンラインで紹介し合う 小学校 国語

【出題の趣旨】目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、
伝え合う内容を検討 することができるかどうかをみる

埼玉県 66.1％
全 国 64.0％
差 2.1㌽



国語1 三 学校の取り組みをオンラインで紹介し合う 小学校 国語

３ 自分の学校の「地いきならではの取り組み」に関係する情報を整理していた
ことで、事実と感想とを区別して伝えることができた。

反応率 １６．６％ この解答をどのように捉えますか？

先生、この
答えはどう
ですか？

２ 相手の学校の「地いきならではの取り組み」に関係する情報を整理していた
ことで、複数の情報をまとめて伝えることができた。

先生、この
答えはどう
ですか？

反応率 １３．３％ この解答をどのように捉えますか？

【和田さんのメモ】の「地いきならではの取り組み」は、
「自分が伝えたいこと」として整理していることを正し
くとらえているな。しかし、発言⑮には感想が含まれて
いると誤ってとらえているな。

発言⑮は、感想ではなく、事実を二つ伝えていることを
正しくとらえているな。しかし、【和田さんのメモ】の
「地いきならではの取り組み」は、「自分が伝えたいこ
と」として整理していることを正しくとらえられていな
いな。



学習指導にあたって

学習指導要領における内容
〔第５学年及び第６学年〕思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係づけたりして、伝え合う内容を検討する
こと。

報告書
P.２７～P.３０
詳しくは
授業アイディア例へ

目的や意図に応じて、話題を決め、伝え合う
内容を検討するためには、自分（話し手）が伝
えたいことを明確にするとともに、相手（聞き
手）の求めていることに応じて集めた材料をど
のように整理すればよいかを考えることが求め
られます。
その際、例えば交流に向けてメモを作成する

場合、実際に交流する場面をイメージして、
「これだけは伝えたいこと」「質問があれば答
えること」など、集めた材料を話す目的や意図
に応じて内容ごとにまとめたり、それらを互い
に結び付けて関係を明確にしたりしながら、メ
モを見返すとよいですね。

小学校 国語



小学校・国語科 調査結果を踏まえた取組の充実について

学校全体で取り組む組織的な検証・改善
①学校全体として、特に学習指導を改善し、
定着を図る必要がある指導事項は何かを明
らかにすることが大切である。

②当該の指導事項は、いつ（時期）、どの
ように（単元、指導方法等）指導している
かを確かめ、年間指導計画を見直すなど、
定着を図るための改善策を検討する必要が
ある。

③調査の対象学年だけでなく、全ての学年
で該当指導事項に係る学習指導の充実を図
り、螺旋的・反復的に指導するなど、学校
全体で組織的に学習指導を行うことが大切
である。

令和６年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会資料（小学校・国語） P.140 から

児童一人一人の学習状況に応じた指導
①全ての児童に身に付けさせたい力を明確
に（具体化、焦点化）した上で、児童一人
一人の学習状況を把握することが大切であ
る。

②児童一人一人の学習状況から、つまずき
がどこにあるのかを見極め、そのつまずき
に応じた指導を行うことが大切である。

③児童人一人の学習状況に応じた指導を行
うためには、教師による一斉指導だけでは
なく、問題解決的な学習過程や学習形態を
工夫するなどして、個別最適な学びと協働
的な学びの一体的な充実を図る必要がある。

小学校 国語



国語1 三 話合いをする（「フィルターバブル現象」） 中学校 国語

【出題の趣旨】意見と根拠など情報と情報との関係について理解しているかどう
かをみる

埼玉県 44.0％
全 国 44.4％
差 -0.4㌽



国語1 三 学校の取り組みをオンラインで紹介し合う 中学校 国語

４ おすすめの本には、その本をすすめる人の好みや考えが反映されているとい
う事実を、具体例を示しながら述べている。

反応率 ２０．０％ この解答をどのように捉えますか？

先生、この
答えはどう
ですか？

２ おすすめの本には、その本をすすめる人の好みや考えが反映されているという意見を、
理由を明確にして述べている。

先生、この
答えはどう
ですか？

反応率 １７．８％ この解答をどのように捉えますか？

「おすすめの本には、その本をすすめる人の好みや考え
が反映されているので、自分とは異なる価値観に触れる
ことができる」という ―線部③の発言は、自分の意見を
述べているのであって、具体例を示して事実を述べては
いない。意見と根拠の関係についての理解が不十分なの
かも。

―線部③の発言には、原因・理由を表す接続助詞であ
る「ので」が使われている。理由を示していることにつ
いては捉えられているけれど、「ので」の前までが、原
因や理由を表す部分であるので、接続する語句の理解に
ついて課題があるかもしれないな。



学習指導にあたって

学習指導要領における内容
〔第１学年〕知識及び技能 (2)情報の扱い方に関する事項 【情報と情報との関係】
ア 原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解すること。

報告書
P.２４～P.２６
詳しくは
授業アイディア例へ

相手の考えを理解したり自分の思いや
考えを表現したりするためには、原因と
結果、意見と根拠など、話や文章に含ま
れている情報と情報との関係について理
解することが重要です。その際、意見と
それを支える根拠がどのように結び付い
ているかを捉えたり、整理したりするこ
とができるように指導することが大切で
す。
例えば、相手の考えの理由が示されて

いない場合、相手に理由をたずねたり、
理由を説明する場合、「例えば・・・」
という形で具体例を挙げて理由を示した
りすることが考えられます。

中学校 国語



中学校・国語科における授業改善の視点

①国語科の年間指導計画について、どの時期にどの指導事項を指導するのかを意識して
作成している。

②全国学力・学習状況調査の結果等を基に、どの指導事項の定着に課題があるのかを明
らかにし、指導計画等に反映させている。

③それぞれの指導事項を指導するために、教材を適切に取上げ、効果的な言語活動を設
定した授業を構想している。

④『「指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料』等を参考に、評価
規準を設定している。

⑤評価方法が明らかであり、効果的に評価するための工夫が考えられている。

⑥それぞれの評価規準について、「努力を要する」状況の生徒への手立てが考えられて
いる。

令和６年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会資料（中学校・国語） P.140 から

中学校 国語



問題５（４）問題概要・正答率 【桜の開花日予想】 小学校 算数

示された情報を基に、表から必要な数値を読み取って式に表し、

基準値を超えるかどうかを判断できるかをみる

【正答率】県 ５０．８％
全国 ４９．６％

１８



本問題の学習指導に当たって① 小学校 算数

①問題の条件や情報を正確に解釈し、表に表すこと。

式 549＋21＋20＋15

②表をもとに式に表すこと（表と式を関連付けること）



本問題の学習指導に当たって② 小学校 算数

式が何を示しているのか、式を読み取って説明する学習活動

はるまさんの求め方

549＋21＝570
549＋21＋20＝590
549＋21＋20＋15 = 605 だから、3月18日

はるまさんの求め方は、3月15日までの最高気温の

数値を足した答え（549）に、3月16日以降の最高気温

を順に足して600と比べていると思います。

549＋21＋20＋15が初めて600を超えます。最後に

足した15が18日の最高気温だから、3月18日が600以上

になった日だと分かります。

【正答率】県 ５０．８％
全国 ４９．６％

式に表すことは
できている。
（解答類型１～３…61.7％）



数学６（３） 構想を立てて説明し、統合的・発展的に考察すること 中学校 数学

【出題の趣旨】統合的・発展的に考え、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明するこ
とができるかどうかをみる。

具体的な数を
用いて考察
（正答率90.4％）

「□に入る整数の和は、〇に入
れた整数の和の２倍になる」こ
とを文字式や言葉を用いて説明
（正答率36.7％）

（１） （２） （３）

ー２

2 𝑎 + 𝑏 + 𝑐
𝑎 + 𝑏 + 𝑐は〇に入れた整数の和だか
ら、2 𝑎 + 𝑏 + 𝑐 は〇に入れた整数の
和の２倍である。
したがって、□に入る整数の和は、

〇に入れた整数の和の２倍である。



数学６（３） 正答の条件 中学校 数学

【正答例】
□に入る整数の和は、
〇に入れた整数の和の３倍になる。

〇に入る整数の和は、
□に入れた整数の和の 倍になる。

≪正答の条件≫
「●●は、◆◆になる。」という形で、次の（ａ）、（ｂ）に
ついて記述しているもの。

（ａ）●●が、「□に入る整数の和」である。
（ｂ）◆◆が、「〇に入れた整数の和の３倍」

である。

埼玉県 41.9％
全 国 42.5％
差 -0.6㌽

１
３

自校では、どのような授業改善を行いますか。



数学６（３） 授業アイデア例（１） 中学校 数学

問題解決の過程を振
り返り、統合的・発
展的に考察する場面
を設定する。

生徒一人一人の興
味・関心に応じて考
察する機会を設ける。

多様な図形場面を思考



数学６（３） 授業アイデア例（２） 中学校 数学

「●●は、〇
〇になる。」
という結論に
いたる過程を
文字式を用い
て簡潔かつ明
瞭に表現する
ことによって、
事象の仕組み
を的確にとら
えられるよう
にする。

「解決できた事象」を取り上げるだけでなく、
「解決できない事象」も取り上げることで、
事象の仕組みをより深く考察させる。

思考を深める発問



おわりに

御清聴ありがとうございました。
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